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　令和 4 年 9 月第 3 回定例会が 9 月 1 日から 9 月 27
日までの 27 日間開かれました。
　議員からは、環境教育の推進及びカーボンニュート
ラル達成に向けた学校施設の ZEB 化のさらなる推進
を求める意見書等の決議案 3 件が提出され、これらは
全会一致で可決されました。
　一方、市長からは、定年引上げに伴う関係条例の整
備に関する条例の制定等条例案 5 件、一般会計などの
補正予算案 3 件、令和 3 年度の各会計歳入歳出決算認

定案件 8 件、河内長野市教育委員会委員の任命につい
ての人事案 1 件、文化振興財団や河内長野都市開発株
式会社など外郭団体の令和 3 年度事業並びに決算の
報告の報告 6 件、専決処分案 1 件、令和 3 年度健全化
判断比率や資金不足比率の報告 2 件、その他案 1 件、
合計 27 件の議案が提出されました。これらは、いずれ
も可決（了承・認定・同意）されました。

（議案等の概要並びに議案等に対する各議員の態度は
2 〜 3 頁に掲載）

令和 4 年  ９月定例会
■定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例を制定
■教育委員の任命について同意

市議会HP
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令和4年12月1日   第258号

議案等
番　号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

報　告
第１５号

専決処分報告について（和解並びに損害
賠償の額の決定） 了承

（令和 4 年 6 月24日専決処分）市が運行している南花台モビリティ「クルクル」
において、交差点を右折したところ、信号待ち停車中の相手方車両と接触し、当
該車両の右側面を損傷させた物損事故について、市の責任割合を100%とし、
損害賠償額 66 万 8 千円を支払うことで和解する。

報　告
第１６号

令和３年度健全化判断比率の報告につい
て 了承

実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため算定され
ない。また、実質公債費比率は2.1%、将来負担比率は算定されない。いずれも
早期健全化基準を下回り、健全段階となっている。

報　告
第１７号 令和３年度資金不足比率の報告について 了承 水道事業会計及び下水道事業会計は、どちらも資金不足が生じていないので、

算定されない。

報　告
第１８号

令和３年度公益財団法人河内長野市勤労
者福祉サービスセンターの事業並びに決
算の報告について

了承
事業の実績としては、生活安定事業、余暇活動事業等を行った。決算の概要は
収益合計が 1,817 万 3,332 円に対し、費用合計が 1,833 万 5,317 円で、一般
正味財産増減額は16 万 1,985 円の減となった。

報　告
第１９号

令和３年度公益財団法人河内長野市文化
振興財団の事業並びに決算の報告につい
て

了承

事業の実績としては、地域の芸術文化の振興を図る事業や生涯学習事業を実
施した。決算の概要は、収益合計 4 億 1,194 万 1,731 円に対し、費用合計は
4 億 3,140 万 4,025 円。一般正味財産増減額は 1,946 万 2,294 円の減と
なった。

報　告
第２０号

令和３年度公益財団法人河内長野市公園
緑化協会の事業並びに決算の報告につい
て

了承

事業の実績としては、公園・緑地の維持管理事業、地域施設の緑化支援、公園
の利用促進、植物・樹木管理業務等を行った。決算の概要は、収益合計 2 億
8,261 万 8,624 円に対し、費用合計は2 億 8,360 万 5,662 円。一般正味財産
増減額は98 万 7,038 円の減となった。

報　告
第２１号

令和３年度三日市都市開発株式会社の事
業並びに決算の報告について 了承

事業の実績としては、フォレスト三日市のビル管理受託、不動産賃貸、駐車・駐
輪場の運営管理等に係る業務を行った。決算の概要は、収益合計 2 億 2,264 万
6,048 円に対し、費用合計は2 億 4,493 万 9,486 円で、当期純損失は2,229
万 3,438 円となった。

報　告
第２２号

令和３年度河内長野都市開発株式会社の
事業並びに決算の報告について 了承

事業の実績としては、ノバティながのの不動産賃貸借、駐車・駐輪場の運営管理
等に係る業務を行った。決算の概要は、収益合計 2 億 315 万 8,592 円に対し、
費用合計は2 億 527 万 7,263 円で、当期純損失は211 万 8,671 円となった。

報　告
第２３号

令和３年度三日市町駅整備株式会社の事
業並びに決算の報告について 了承

事業の実績としては、三日市町駅の鉄道駅総合改善事業整備施設及びホーム施
設等の賃貸業務を行った。決算の概要は、収益合計 1,831 万 6,325 円に対し、
費用合計は1,837 万 9,470 円で、当期純損失は6 万 3,145 円となった。

認　定
第１号

令和３年度河内長野市一般会計歳入歳出
決算認定について 認定

「包括予算制度」のもと、歳入決算額 404 億 9,762 万円、歳出決算額 404 億
3,588 万円となり、歳入歳出差引額は6,174 万円の黒字であり、繰越財源
4,226 万円を除く実質収支は1,948 万円の黒字となった。新型コロナウイルス
感染症対策事業として、予算規模の大きい事業を実施したため、決算額は令和
2 年度に次ぐ過去 2 番目の大きさとなった。主な歳出としては、南花台地区の自
動運転による移動支援サービスについて、有償運送のためのシステム導入、UR
南花台団地集約跡地の活用に向けた調整、高齢者を対象としたバス等の助成券
配付、地域活動団体間の調整・情報共有の支援、民間保育所の ICT 化、新型コ
ロナウイルスワクチンの接種事業、ごみ戸別収集方式の検討、女性や中高齢者
等の就労支援セミナーや就労相談、「ため池ハザードマップ」の作成、「日本遺産
推進協議会」への補助金交付や「日本遺産のまち」の PR、赤峰市民広場の産業
用地化の検討、上原・高向地区の土地利用の促進や小山田西地区での堺アクセ
ス道路の整備に向けた取組み、消防体制の強化、マンホールトイレの設置、「モ
バイル英語村」や「地域連携型英語村」、給食のあり方についての検討、南花台
第 8 緑地の法面崩落にかかる復旧工事等。経常収支比率は、92.5%となり、前
年度と比べ 6.1ポイント改善した。

認　定
第２号

令和３年度河内長野市国民健康保険事業
勘定特別会計歳入歳出決算認定について 認定

保険料収入の確保の取り組みと保健事業の充実等による給付費抑制の結果、
歳入が 127 億 5,076 万円、歳出が 127 億 1,931 万円。歳入歳出差引 3,145
万円の繰越金が生じた。

認　定
第３号

令和３年度河内長野市土地取得特別会計
歳入歳出決算認定について 認定 歳入歳出ともに8,900 万円。歳入は普通財産等貸付収入、一般会計からの繰

入金。歳出の内容として長期債償還元金等。
認　定
第４号

令和３年度河内長野市部落有財産特別会
計歳入歳出決算認定について 認定 歳入歳出ともに1 万円。歳入の内容として市地区及び原地区部落有財産基金の

利子収入。歳出の内容として市地区・原地区への交付金。

認　定
第５号

令和３年度河内長野市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について 認定

歳入 107 億 6,208 万円に対し、歳出 105 億 3,576 万円で2 億 2,632 万円の
黒字。主な歳入は保険料、国・府の負担金及び交付金、支払基金からの交付金、
一般会計からの繰入金等。主な歳出は、保険給付費、地域支援事業費。

認　定
第６号

令和３年度河内長野市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について 認定

歳入 23 億 401 万円に対し、歳出 22 億 3,926 万円で6,475 万円の繰越金が
生じた。繰越金は出納整理期間中に収入した令和 3 年度保険料で、出納閉鎖後
に令和 4 年度負担金として大阪府後期高齢者医療広域連合に納める。

議案等の概要

3頁に続く
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2頁から続く

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

認　定
第7号

令和 3 年度河内長野市水道事業決算認定
について 認定

収益的収支は収入が25億622万円に対し、支出が22億6,210万円。税抜き
決算額では1億8,908万円の当年度純利益となった。資本的収支は収入が5億
3,896万円に対し、支出が13億202万円。7億6,306万円の不足を損益勘定
留保資金等で補てんした。

認　定
第 8 号

令和 3 年度河内長野市下水道事業決算認
定について 認定

収益的収支は収入が 33 億 2,620 万円に対し、支出が 30 億 9,247 万円。税
抜き決算額では、1 億 9,553 万円の当年度純利益となった。資本的収支は収
入が 17 億 86 万円に対し、支出が 29 億 295 万円。12 億 209 万円の不足を
損益勘定留保資金等で補てんした。

議　案
第 44 号 河内長野市教育委員会委員の任命について 同意 大矢　めぐむ氏を選任する。

議　案
第 45 号

定年引上げに伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について 可決

国家公務員法等の改正により、国家公務員の定年が 60 歳から65 歳に段階的に
引き上げられることに伴い、関係条例の整備を行う。主な内容として、令和 5 年度
から定年退職年齢を2 年に1 歳ずつ段階的に引き上げ、令和 13 年度に65 歳定年
とし、役職定年を60 歳とするとともに、60 歳以後の給与の額を60 歳時点の 7 割
水準とする。また、現行の再任用制度を廃止し、60 歳以後に退職した職員を、短時
間勤務の職で再任用することができる定年前再任用短時間勤務制度を導入する。

議　案 
第 46 号

職員の育児休業等に関する条例の改正に
ついて 可決

国家公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、本条例を改正する。主な
内容として、非常勤職員の育児休業の取得要件のうち、出生後 8 週間以内に育
児休業する場合は、任期満了が、子の出生日から起算して 8 週間と6 月を経過す
る日以降であることとする要件に緩和する。

議　案 
第 47 号

河内長野市滝畑地区環境整備基金条例の
改正について 可決

滝畑地区の環境整備事業等に要する資金に充てるために設置された基金の一部を
取り崩し、光滝寺キャンプ場付近法面災害復旧工事、滝畑共同受信施設光化改修工
事及び地区広報用掲示板更新工事等の事業に充てるため、本条例の改正を行う。

議　案 
第 48 号 河内長野市市税条例等の改正について 可決

地方税法の改正等に伴い本条例の改正をする。主な内容としては、個人市民税
について上場株式に係る配当所得等の課税方式を所得税と一致させる。また、
住宅借入金等特別税額控除の適用期限を4 年延長する。固定資産税・都市計画
税の第 4 期の納期限を12 月末日まで延長し、固定資産税について下水道除害
施設にかかる課税標準の特例措置の延長や見直しを行う。さらに、市税の減免
申請期限を納期限まで延長する。

議　案 
第 49 号

河内長野市後期高齢者医療に関する条例
の改正について 可決 大阪府後期高齢者医療広域連合の後期高齢者医療に関する条例の改正に伴い、

引用する同条例の条項を改めるため、本条例を改正する。

議　案 
第 50 号 財産取得について 可決

令和 2 年度に全児童生徒へ 1 人 1 台の整備を完了した学習者用端末のさらなる
活用を推進するため、電子黒板を購入する。令和 4 年 7 月28 日に指名競争入札
を執行し、株式会社大塚商会が 1 千 900 万 2,500 円で落札。

議　案 
第 51 号 令和 4 年度河内長野市一般会計補正予算 可決

歳入歳出予算についてはそれぞれ5 億 7,367 万 1 千円を追加し、予算総額は
390 億 8,740 万 4 千円となる。主な歳出は、南花台第 8 緑地の復旧工事に要す
る費用として、2 億 9,000 万円、滝畑地区における共同受信施設光化改修工事
などに対する交付金として 5,600 万円等。

議　案 
第 52 号

令和 4 年度河内長野市国民健康保険事業
勘定特別会計補正予算 可決

歳入歳出予算についてはそれぞれ3,145万9千円を追加し、予算総額は134億
5,490万2千円となる。主な歳出は、河内長野市国民健康保険事業財政調整基金
への積立金等。

議　案 
第 53 号

令和 4 年度河内長野市介護保険特別会計
補正予算 可決 歳入歳出についてはそれぞれ2 億 2,633 万円を追加し、予算総額は121 億

6,525 万円となる。主な歳出は、河内長野市介護給付費準備基金への積立金等。

決議案 
第 6 号

環境教育の推進及びカーボンニュートラ
ル達成に向けた学校施設の ZEB 化のさら
なる推進を求める意見書

可決

決議案 
第 7 号

パチンコ、パチスロ等をギャンブルに位置
づけ、ギャンブル依存症防止のための適切
な対策を促進させることを求める意見書

可決

決議案 
第 8 号

女性デジタル人材育成を強力に推進する
ための支援を求める意見書 可決

議案等に対する各議員の態度(全会一致でない議案等の賛否）　　　　　○：賛成　●：反対

議案等
番　号 件　　名 議決

結果

自民党・市民クラブ・
無所属議員の会 公明党 大阪維新の会 日本共産党
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認　定
第５号

令和３年度河内長野市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○
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令和4年12月1日   第258号代表質問

　９月１２日と１３日の２日間、1６人の議
員による一般質問を行いました。本紙に
掲載しているのは、質問及び答弁の要点
を広報委員会がまとめたものです。また、
紙面の都合で質問及び答弁の一部しか掲
載していません。全文は11月下旬に発行
している会議録をご覧ください。
　会議録は市役所１ 階の情報コーナーや
図書館等でご覧になれます。
また、市のホームページにも
掲載しています。

一般質問
議員名（会派名） 頁 議員名（会派名） 頁

堀川　和彦（ 　　　　　　   ） 4 奥村　　亮（ 　　　　　　   ） 8

浦山　宣之（公明党） 5 峯　満寿人（ 　　　　　　   ） 8

橋上　和美 （大阪維新の会） 5 若林　　靖 9

丹羽　　実（日本共産党） 6 工藤　敬子 9

吉竹　英行（大阪維新の会） 7 大原　一郎（公明党） 9

宮本　　哲（日本共産党） 7 西田　善延（大阪維新の会） 10

三島　克則（公明党） 7 奥井　良一（公明党） 10

道端　俊彦（ 　　　　　　   ） 8 土井　　昭（大阪維新の会） 10

質問の映像視聴について
QRコードから各議員の質問の映像を視聴することができます。視聴の際は、デー
タ通信料が発生する場合がありますのでご了承ください。なお、９月１３日の一般
質問（個人質問）については、機材の不具合のため、音声のみの配信となります。

自民党・市民クラブ
・無所属議員の会

自民党・市民クラブ
・無所属議員の会

自民党・市民クラブ
・無所属議員の会

自民党・市民クラブ
・無所属議員の会

本
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産
業

用
地
化
予
定
が
１
年
延
び
た
。

早
期
に
造
成
着
工
せ
よ
。

答　

こ
れ
ま
で
の
検
討
過
程

で
は
、10
社
程
度
の
企
業
立

地
を
想
定
し
て
お
り
、概
ね

300
人
か
ら

400
人
程
度
の
雇
用

が
創
出
さ
れ
る
と
見
込
ん
で

い
る
。併
せ
て
約
１
億
円
の

税
収
増
加
を
は
じ
め
、公
共

交
通
の
利
用
増
加
に
伴
う
バ

ス
路
線
の
維
持
・
充
実
の
ほ

か
、近
隣
商
業
施
設
等
へ
の

経
済
効
果
も
期
待
さ
れ
る
の

で
、事
業
の
早
期
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

ご
み
の
戸
別
収
集
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
。

答　

家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集

は
令
和
６
年
度
を
目
標
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。現

在
、学
識
経
験
者
や
市
内
関
係

団
体
の
代
表
者
、公
募
市
民
等

に
よ
り
構
成
す
る
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
に
諮
問
を

行
い
、審
議
を
開
始
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後

は
審
議
会
を
中
心
に
、自
治
会

等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
や
、庁
内
・
庁
外
関
係
機

関
と
の
協
議
、他
都
市
事
例
調

査
な
ど
を
行
い
、今
後
の
方
向

性
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

問　

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
と
休

日
急
病
診
療
所
跡
地
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
。

答　

現
在
、保
健
セ
ン
タ
ー

跡
地
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
会
場
と
し
て
利
用
し

て
い
る
が
、将
来
の
有
効
活

用
に
備
え
て
令
和
２
年
度
に

現
況
測
量
を
行
い
、令
和
４

年
度
は
境
界
確
定
を
行
っ
て

い
る
。現
在
、河
内
長
野
駅
周

辺
地
区
に
お
い
て
は
、駅
周

辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
針
の

実
現
に
向
け
地
域
の
方
々
と

の
検
討
会
や
報
告
会
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。保
健
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
つ
い
て
も
実

現
可
能
な
有
効
利
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

転
入
促
進
を
図
る
た
め
子
育

て
支
援
の
充
実
を
。

問　

中
学
校
全
員
給
食
を
早

期
に
実
現
せ
よ
。

答　

学
校
給
食
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
に
て
、一
日
も
早
く

中
学
校
全
員
給
食
を
望
む
答

申
を
い
た
だ
き
、基
本
方
針
を

策
定
し
、セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ

る
中
学
校
全
員
給
食
の
実
施

を
決
め
た
。現
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、十
分
な
提
供
容
量
を
有

し
て
お
ら
ず
、加
え
て
設
備
機

材
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、産
業
用
地
化
を
進

め
て
い
る
赤
峰
市
民
広
場
エ

リ
ア
を
新
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
候
補
地
と
し
て
施
設
整
備

を
進
め
て
い
く
。

問　

満
１
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
お
む
つ
を
無
償
提
供
し
て

は
ど
う
か
。

答　

毎
日
使
用
す
る
お
む
つ

の
購
入
費
を
補
助
す
る
こ
と

は
、保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
施
策
と
し

て
有
効
で
あ
る
。し
か
し
、お

む
つ
の
市
場
価
格
や
、出
生
児

数
な
ど
か
ら
算
出
し
た
費
用

か
ら
、本
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
、事
業
実
施
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
施
策
を
。　

問　

自
治
会
へ
の
加
入
率
減

少
に
よ
り
、防
犯
灯
の
維
持

管
理
費
負
担
に
不
公
平
が
あ

る
。補
助
金
増
額
や
市
負
担

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答　

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会　
堀
川　
和
彦

赤
峰
市
民
広
場
の
産
業
用
地
化
で
新
た

な
税
収
確
保
と
地
元
企
業
の
育
成
を

産業用地化予定の赤峰市民広場

は
、自
治
会
に
負
担
し
て
い
た

だ
き
、２
分
の
１
程
度
の
補
助

金
を
支
出
し
て
い
る
。し
か
し

昨
今
の
自
治
会
加
入
者
減
少
に

よ
り
不
公
平
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。一
方
、防
犯
灯

の
公
設
化
や
補
助
金
増
額
に
よ

り
、自
治
会
未
加
入
や
脱
退
を

招
き
、自
治
会
加
入
率
の
低
下

を
増
長
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
こ

と
、ま
た
、設
置
済
み
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
が
今
後
大
量
に
更
新

を
控
え
て
お
り
、大
き
な
財
政

負
担
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。現
在
、府
内
の
市
と
近

畿
の
類
似
団
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、調
査
結
果
を

分
析
中
で
あ
る
。今
後
は
調
査

結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
の
方
針

を
検
討
し
て
い
く
。

人
権
擁
護
都
市
宣
言
の
ま
ち

と
し
て
。

問　

女
性
職
員
の
課
長
以
上

の
管
理
職
が
極
端
に
少
な
い

の
は
な
ぜ
か
。女
性
職
員
の
活

躍
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
て
い
る
が
、進
捗
状

況
は
ど
う
か
。



5

代表質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

人
口
減
少
、少
子
化
、超
高
齢

社
会
の
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
物
価
高
騰
に
負
け

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

問　

物
価
高
騰
等
の
対
策
の

評
価
と
今
後
の
展
開
は
。

答　

感
染
拡
大
防
止
と
水
道

基
本
料
金
減
額
等
、事
業
者

や
市
民
の
負
担
軽
減
に
資
す

る
事
業
を
実
施
し
、今
後
も

効
果
的
な
事
業
に
取
り
組
み

た
い
。

問　

歳
入
を
上
げ
る
施
策
の

評
価
と
課
題
は
。

答　

包
括
予
算
制
度
は
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。債

券
運
用
に
よ
る
運
用
収
益
を

積
極
的
に
活
用
し
て
お
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
も

努
め
た
い
。

問　
産
業
用
地
化
の
進
捗
は
。

答　

赤
峰
市
民
広
場
に
つ
い

て
は
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
代

替
地
の
合
意
に
向
け
た
協
議

を
進
め
、測
量
業
務
等
に
も

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
方
々
が
サ
ー

ビ
ス
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、自
治
会
活
動
等
の
後

押
し
を
進
め
よ
。

答　
自
治
会
支
援
に
も
努
め
、

ス
マ
ホ
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
が

受
け
ら
れ
な
い
方
を
可
能
な

限
り
出
さ
な
い
仕
組
み
作
り

に
取
り
組
み
た
い
。

問　

Ｕ
Ｒ
南
花
台
団
地
集
約

事
業
に
お
け
る
公
園
及
び
ス

タ
ジ
ア
ム
整
備
に
つ
い
て
。

答　

ス
タ
ジ
ア
ム
を
含
む
公

園
と
し
て
一
体
感
の
あ
る
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。令
和

７
年
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

誰
も
が
取
り
残
さ
れ
ず
安
心

し
て
暮
ら
せ
る「
地
域
共
生

社
会
」を
目
指
し
て
。

問　

南
花
台
や
美
加
の
台
地

区
な
ど
の
モ
デ
ル
事
業
の
さ

ら
な
る
横
展
開
と
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

導
入
の
展
望
は
。

答　

地
域
の
支
え
合
い
に
よ

る
移
動
手
段
に
つ
い
て
、他
の

地
域
へ
の
横
展
開
も
始
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

等
の
施
策
で
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
移
動
手
段
を
確

保
し
て
い
く
。

問　

ご
み
の
戸
別
収
集
の
検

討
中
だ
が
、ふ
れ
あ
い
収
集

を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
増

え
て
い
る
。条
件
緩
和
す
べ

き
で
は
。

答　

廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
委
員
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
参
画
し
て
お
り
、

議
論
を
通
じ
て
整
理
し
た
い
。

子
ど
も
と
子
育
て
を
応
援
す

る
ま
ち
へ
。

問　
中
学
校
全
員
給
食
は
。

答　

セ
ン
タ
ー
方
式
の
中
学

校
全
員
給
食
に
取
り
組
む
。産

業
用
地
化
を
進
め
る
赤
峰
市

民
広
場
エ
リ
ア
を
新
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
候
補
地
と
し
、

各
中
学
校
の
現
配
膳
室
の
拡

充
の
施
設
整
備
も
進
め
た
い
。

問　

子
ど
も
医
療
費
助
度
制

度
の
18
歳
ま
で
拡
充
を
。

答　

国
・
府
の
動
向
を
注
視

し
、今
後
の
財
政
状
況
を
見

極
め
、検
討
し
た
い
。

持
続
可
能
な
地
域
猫
対
策
事

業
の
進
捗
は
。

現
役
世
代
の
定
住
・
転
入
促

進
に
つ
い
て
。

問　

本
市
の
合
計
特
殊
出
生

率
を
向
上
さ
せ
る
施
策
に
つ

い
て
。

答　

婚
活
支
援
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。国
の
補

助
制
度
の
調
査
研
究
や
事
業

者
の
意
見
な
ど
も
聞
き
な
が

ら
、今
後
の
支
援
の
充
実
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

赤
峰
市
民
広
場
の
産
業
用
地

化
な
ど
、女
性
の
雇
用
機
会

の
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
、結
婚
、出
産
、子
育
て
の

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
支
援

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。充
実
し
た
子
育
て
支
援

の
取
組
を
発
信
し
、本
市
の

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、子
育
て
世
代
の
転
入
促

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
財
政
運
営
に
つ
い
て
。

問　

令
和
３
年
度
に
お
け
る

本
市
の
税
収
と
今
後
の
見
込

み
を
問
う
。

答　

国
に
お
い
て
は
過
去
最

高
の
税
収
を
更
新
し
て
い
る

が
、令
和
３
年
度
市
税
収
入

に
お
い
て
は
、市
税
全
体
で

前
年
に
比
べ
約
３・
２
億
円

の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。今

後
の
市
税
収
入
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、人
口
減
少
や
高

齢
化
に
伴
う
個
人
市
民
税
の

減
少
等
、厳
し
い
状
況
が
続

く
も
の
と
予
想
し
て
い
る
。

問　

税
収
構
成
を
根
本
か
ら

変
革
す
る
必
要
は
。

答　

さ
ら
な
る
発
展
を
見
据

え
る
と
、税
収
構
成
を
根
本
か

ら
変
革
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
に

お
い
て
も
、さ
ら
な
る
努
力
や

工
夫
を
重
ね
、行
財
政
改
革
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

全
て
の
市
民
へ
の
安
心
安
全

の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
。

問　

還
付
金
詐
欺
被
害
の
現

況
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　

過
去
一
番
被
害
件
数
が

多
か
っ
た
令
和
元
年
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
あ
る
。市
内

で
不
審
な
電
話
が
発
生
し
た

際
、防
災
行
政
無
線
で
注
意

喚
起
の
放
送
を
流
し
て
い

る
。ま
た
、自
動
通
話
録
音
装

置
の
無
償
貸
出
し
を
行
っ
て

お
り
、よ
り
多
く
の
高
齢
者

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、積
極
的
に
周
知
し
、被
害

防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

個
別
避
難
計
画
策
定
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　

障
が
い
の
分
野
に
お
い

て
、事
業
所
と
検
討
を
進
め

て
お
り
、高
齢
者
分
野
に
も

広
げ
る
べ
く
、庁
内
関
係
部

局
で
情
報
の
共
有
を
行
っ
て

い
る
。福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の

関
連
施
策
と
あ
わ
せ
て
、関

係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
通
学
路
に
つ
い
て
。

答　

通
学
路
の
安
全
を
確
保

す
る
取
組
に
加
え
、児
童
・
生

徒
が
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す

る
だ
け
で
な
く
、自
ら
危
険
を

予
測
し
回
避
す
る
力
や
、他
者

の
安
全
に
も
配
慮
す
る
力
の

育
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
明
党　
　
浦
山　
宣
之

難
局
を
乗
り
越
え
る
市
政
運
営
を

子
ど
も
と
子
育
て
を
応
援
す
る
ま
ち
へ

大
阪
維
新
の
会　
　
橋
上　
和
美

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
施
策
を

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
を

安心して暮らせる移動手段の
確立を急げ

本市の魅力を最大限にアピール
し、現役世代を呼び込もう
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令和4年12月1日   第258号代表質問

視察記録（令和4年８月４日～）
12月定例会の日程（予定）

	 １２月１日（木）	 午後 １ 時	 本会議
	 １２日（月）	 午前１０時	 本会議
			   　　(一般質問)
	 １３日（火）	 午前１０時	 本会議
			   　　(一般質問)
	 １５日（木）	 午前１０時	 福祉教育
			   　　常任委員会
		  午後 １ 時	 都市環境・経済
			   　　常任委員会
	 １６日（金）	 午前１０時	 総務常任委員会
		  午後 １ 時	 予算常任委員会
	 ２０日（火）	 午後 １ 時	 本会議

詳しくは☎53-1111（市役所代表）
議会事務局へお問い合わせください。 

旧
統
一
教
会
と
安
倍
元
首
相

の
国
葬
で
。

問　

過
去
と
現
在
に
お
い

て
、市
や
主
な
指
定
管
理
者

等
が
、旧
統
一
教
会（
現
・
世

界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）や

そ
の
関
連
団
体
主
催
の
企
画

に
参
加
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
付
・

寄
付
金
受
領
や
施
設
の
貸
出

し
を
し
た
か
。

答　

過
去
に
関
連
団
体
と
思

わ
れ
る
団
体
に
貸
し
館
許
可

を
行
っ
た
事
実
が
確
認
で
き

た
が
、不
許
可
と
す
る
理
由

は
な
か
っ
た
。寄
附
金
に
つ

い
て
は
、社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
過
去
に
寄
附
金
を

受
領
し
た
事
実
が
確
認
で
き

た
。
企
画
へ
の
参
加
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
の
送
付
の
事
実
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。

問　
安
倍
元
首
相
の
国
葬
は
、

憲
法
遵
守
の
立
場
か
ら
弔
慰

を
市
民
に
強
制
す
る
対
応
は

し
な
い
と
思
う
が
市
長
部
局

と
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

答　

国
か
ら
弔
意
表
明
の
行

動
は
要
請
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、小
中
学
校
や
市
民
に
対

し
て
も
同
様
の
対
応
と
す
る
。

市
政
に
関
わ
る
全
般
に
つ
い
て
。

問　
ス
マ
ホ
を
使
わ
な
い
デ

ジ
タ
ル
弱
者
に
対
す
る
支

援
は
。

答　

様
々
な
格
差
に
配
慮
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

ご
み
戸
別
収
集
の
お
よ

そ
の
実
施
開
始
時
期
は
。世

帯
人
数
ご
と
に
ご
み
シ
ー
ル

の
枚
数
を
決
め
る
方
法
は
。

答　

戸
別
収
集
導
入
等
の
検

討
に
つ
い
て
、令
和
６
年
度

を
目
標
に
取
組
を
進
め
て
い

る
。配
布
枚
数
の
区
分
の
多

段
階
化
に
つ
い
て
は
、ご
み

シ
ー
ル
制
が
南
河
内
６
市
町

村
共
通
の
取
組
で
あ
る
こ
と

等
か
ら
、本
市
の
み
で
対
応

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。今

後
は
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

問　

下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
の
徴
収
過
多
は
返
還
す

べ
き
で
は
。

答　

徴
収
済
み
の
一
部
に
つ

い
て
は
、地
方
自
治
法
に
よ

り
返
還
の
義
務
が
な
い
が
、

顧
問
弁
護
士
の
意
見
等
を
参

考
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問　

物
価
高
騰
に
つ
き
生
活

困
窮
世
帯
に
電
気
料
金
の
基

本
部
分
を
援
助
す
る
等
は
。

答　

生
活
困
窮
者
が
最
も
適

切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
多
様
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

18
歳
ま
で
子
ど
も
医
療

費
助
成
延
長
の
実
施
は
。

答　

安
定
し
た
財
源
を
確
保

し
た
上
で
、持
続
可
能
な
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
・
府
へ
の
制
度
創
設
等
を
引

き
続
き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　

人
口
減
対
策
を
進
め
る

企
業
へ
の
市
独
自
の
奨
励
金

制
度
の
創
設
を
。

答　

各
種
支
援
制
度
の
整
備

等
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
、

よ
り
効
果
的
な
施
策
等
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党　
　
丹
羽　
　
実

旧
統一教
会
と
の
関
係
を
断
ち

国
葬
に
関
わ
る
な

当日、半旗を揚げる市役所

意 見 書
〇環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設のＺＥＢ化のさらなる推進を求める意見書
〇パチンコ、パチスロ等をギャンブルに位置づけ、ギャンブル依存症防止のための適切な対策を促進さ

せることを求める意見書
〇女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書
※可決した意見書は関係機関に送付しました。

当市へ視察
１０月３日

視察者	 東京都調布市議会　
	 自由民主党会派　議員６名
調査事項	 ・地域公共交通について
	 ・基金運用について

１０月４日
視察者	 埼玉県鴻巣市議会　
	 文教福祉常任委員会　議員７名
調査事項	 ・河内長野市第２期文化振興計画について

１１月８日
視察者	 埼玉県久喜市議会　
	 福祉健康常任委員会　議員７名
調査事項	 ・認知症への支援について
	 ・高齢者等総合見守りシステムについて

・スマートスピーカーを活用した高齢者の
   健康維持、介護予防の取り組みについて
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赤
峰
市
民
広
場
産
業
用
地
化

の
経
過
に
つ
い
て
。

問　

産
業
用
地
化
の
企
業

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
。

答　

令
和
３
年
に
、具
体
的

な
販
売
価
格
等
が
決
ま
っ
て

い
な
い
中
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
が
、潜
在
的
に
希
望

さ
れ
る
企
業
は
他
に
も
あ
る

と
考
え
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
代
替
地

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答　
令
和
５
年
度
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
使
用
計
画
に
つ
い

て
、10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
に
お
い
て
調
整
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、７
月
ま

で
に
代
替
地
の
確
保
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
き
た
が
、

現
時
点
に
お
い
て
も
代
替

地
の
決
定
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
。今
回
、令
和
６
年

度
か
ら
の
工
事
開
始
を
想

定
し
て
、産
業
用
地
化
の
問

題
を
１
年
延
長
さ
せ
た
こ

と
に
よ
り
、ち
ょ
う
ど
南
花

台
小
学
校
の
小
中
一
貫
校

化
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に

合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

南
花
台
小
学
校
も
一
つ
の

有
力
な
候
補
地
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

広
域
農
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
。

問　
開
通
し
て
ど
の
程
度
の

交
通
量
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

答　
広
域
農
道
の
計
画
交
通

量
は
、１
日
当
た
り
約
３
千

台
を
見
込
ん
で
い
る
。な
お
、

供
用
区
間
の
国
道
371
号
交
差

点
か
ら
府
道
221
号
交
差
点
ま

で
の
１
日
当
た
り
の
交
通
量

は
、平
成
30
年
10
月
調
査
で

約
200
台
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
、国
道
371
号
バ
イ
パ
ス
の

計
画
交
通
量
は
、１
日
当
た

り
約
１
万
500
台
を
見
込
ん
で

い
る
。ま
た
、信
号
設
置
に
つ

い
て
は
、警
察
協
議
に
よ
り
、

交
通
量
が
少
な
い
た
め
設
置

不
要
と
の
見
解
で
あ
り
、交

通
量
が
増
加
す
る
等
状
況
が

変
化
し
た
際
は
改
め
て
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

中
学
校
全
員
給
食
の
具
体
化

へ
。

問　

自
校
調
理
・
親
子
調
理

方
式
で
検
討
せ
よ
。

答　
管
理
衛
生
面
、公
平
な
給

食
提
供
、教
育
活
動
へ
の
影
響

及
び
教
員
へ
の
負
担
等
、多
角

的
な
観
点
で
検
討
し
た
。ま
た
、

あ
り
方
検
討
委
員
会
に
お
い
て

言
及
さ
れ
た
こ
と
を
総
合
的
に

判
断
し
て
、セ
ン
タ
ー
方
式
で

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
、

教
員
・
保
護
者
に
も
食
育
へ

の
幅
広
い
理
解
を
進
め
る
手

立
て
を
。

答　
新
た
な
食
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
指
導
や
、保
護
者

等
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
、

調
理
作
業
の
動
画
を
作
成
し
、

市
民
へ
の
配
信
及
び
学
校
教

材
と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
。

問　
全
員
給
食
を
始
め
る
際

に
小
学
校
へ
の
給
食
が
途
切

れ
な
い
よ
う
に
進
め
よ
。

答　
小
学
校
給
食
が
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、継
続

し
た
給
食
提
供
を
行
い
た
い
。

国
道
371
号
の
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
、府
に
対
し
て
積
極

的
に
働
き
か
け
よ
。

問　
七
つ
辻
交
差
点
付
近
に

つ
い
て
。

答　
主
要
幹
線
道
路
の
重
要

な
結
節
点
と
認
識
し
て
お

り
、引
き
続
き
さ
ら
な
る
交

差
点
改
良
整
備
を
府
に
要
望

す
る
。

問　
片
添
町
交
差
点
北
側
及

び
新
町
橋
交
差
点
北
側
に
つ

い
て
。

答　
交
通
安
全
対
策
等
が
必

要
な
当
該
未
整
備
区
間
に
つ

い
て
、継
続
的
に
府
に
要
望

し
て
い
る
が
、現
時
点
で
は

事
業
着
手
に
至
っ
て
い
な

い
。今
後
も
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

問　
バ
イ
パ
ス
工
事
、島
の
谷

付
近
現
場
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

図
を
地
元
に
は
事
前
に
示
せ
。

答　

地
元
説
明
会
に
お
い

て
、立
体
的
な
表
現
に
よ
る

図
面
の
活
用
等
、よ
り
分
か

り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
府

に
求
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て
。

心
身
が
健
康
で
い
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
。

問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
に
つ
い
て
。

答　
任
意
の
予
防
接
種
で
あ

り
、予
防
接
種
法
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、現
時

点
に
お
い
て
費
用
助
成
は
難

し
い
。

問　
が
ん
患
者
等
へ
少
し
で

も
心
の
ケ
ア
を
施
す
た
め
、サ

ポ
ー
テ
ィ
ブ
ケ
ア
、居
場
所

が
大
切
で
あ
る
が
、見
解
は
。

答　
個
別
の
ニ
ー
ズ
や
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
た
が
ん
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、相

談
場
所
や
居
場
所
の
周
知
に

努
め
て
い
く
。

問　
8
0
5
0
問
題
に
つ
い
て
。

答　
ケ
ー
ス
の
早
期
発
見
や

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、当
事

者
の
社
会
参
加
支
援
な
ど
の

伴
走
型
支
援
を
継
続
し
て
実

施
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対

策
に
つ
い
て
進
捗
は
。

答　
相
談
窓
口
の
設
置
を
検

討
し
、相
談
ケ
ー
ス
ご
と
に

評
価
分
析
を
行
っ
た
上
で
、

児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
で
対
応

す
る
。リ
ス
ク
が
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
多
機
関
協
働
事

業
を
活
用
し
、地
域
福
祉
高

齢
課
や
教
育
指
導
課
、社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
支

援
体
制
の
構
築
を
図
る
予
定

で
あ
る
。

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
。

問　

基
本
的
な
備
え
や
知

識
、行
動
等
と
い
っ
た
防
災

教
育
を
繰
り
返
し
行
う
必
要

が
あ
る
が
見
解
は
。

答　

災
害
に
対
す
る
知
識

や
、身
を
守
る
た
め
の
行
動

等
を
、防
災
教
育
・
啓
発
を

通
じ
て
習
得
す
る
こ
と
は
、

自
ら
の
命
と
財
産
を
守
り
、

被
害
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
た

め
、大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。今
後
も
、地

域
の
自
主
防
災
組
織
や
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
で
、防
災
教
育
・
啓
発

を
進
め
て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会

　
吉
竹　
英
行

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
早
期
実
現
を

日
本
共
産
党

　

宮
本　
哲

中
学
校
全
員
給
食
は
食
育
を
正
面
に
据
え
よ

公
明
党

　
三
島　
克
則

人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

食育の充実を

広域農道（地蔵寺方面より）

がん対策の一番は予防である
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持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」に
な
る
た

め
に
。

問　
「
子
ど
も
を
守
る
」児
童

虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

適
正
な
人
員
体
制
に
な
っ
て

い
る
の
か（
富
田
林
市
で
の

２
歳
女
児
が
自
宅
で
放
置
さ

れ
熱
中
症
で
死
亡
し
た
事
件

に
関
し
て
）。安
全
が
守
れ
な

い
ま
ち
を
子
育
て
世
代
は
選

ば
な
い
。

答　

現
在
、職
員
一
人
あ
た

り
157
件
対
応
し
て
お
り
、今

後
は
、担
当
部
署
と
連
携
し

な
が
ら
適
正
な
人
員
配
置
に

向
け
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

少
子
化
対
策
、さ
ら
な

る
子
育
て
支
援
策「
子
育
て

の
経
済
的
負
担
を
大
幅
軽

減
」に
つ
い
て
、人
口
減
少
対

策
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　
国
や
府
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、少
子
化
対
策
や

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
策
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
て
い
く
。

本
市
の
再
生
と
地
域
課
題
の

解
決
に
つ
い
て
。

問　

原
地
区
部
落
有
財
産

（
通
称
念
仏
池
）を
処
分
し
た

こ
と
に
よ
る
千
代
田
中
学
校

地
区（
楠
小
学
校
、千
代
田
小

学
校
地
区
）へ
の
水
害
被
害

に
関
す
る
そ
の
後
の
取
り
組

み
は
。

答　
財
源
の
問
題
等
も
あ
る

が
、す
ぐ
に
解
決
す
る
よ
う

努
め
た
い
。

問　
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

地
域
課
題（
地
域
住
民
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
等
）、ご
み
出
し

（
カ
ラ
ス
対
策
、分
別
さ
れ
な

い
ご
み
）に
つ
い
て
。

答　
一
足
飛
び
に
解
決
さ
れ

な
い
が
、継
続
し
て
取
り
組

み
た
い
。

Ｗｅ
ｂ
３・０
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
駆
使
す
る
メ
タ
バ
ー
ス
、

Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
）の
活
用
に
つ
い
て
。

メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て
。メ
タ

バ
ー
ス
空
間
活
用
に
よ
る

「
関
係
人
口
」の
創
出
と
地
域

活
性
化
に
つ
い
て
。

本
市
の
ス
マ
ー
ト
農
業
と
営

農
に
つ
い
て
。

問　
本
市
の
ス
マ
ー
ト
農
業

に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

答　
令
和
４
年
５
月
に
水
位

セ
ン
サ
ー
に
関
す
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

そ
の
後
、農
業
者
協
力
の
下
、

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

問　
実
証
実
験
の
効
果
は
。

答　

利
用
者
か
ら
は
、水
位

セ
ン
サ
ー
で
水
田
の
水
位
が

わ
か
る
た
め
見
回
り
の
回
数

が
大
き
く
減
っ
た
と
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
水
位
セ
ン
サ
ー
を
導
入

す
る
と
、農
業
の
負
担
減
で

耕
作
放
棄
地
を
水
田
に
変
え

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
の

希
望
を
持
っ
て
お
り
広
が
っ

て
欲
し
い
が
、実
証
実
験
の

資
金
面
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　
株
式
会
社
フ
ァ
ー
モ
か

ら
無
償
で
借
り
て
行
っ
て
い

る
。今
後
は
、成
果
を
踏
ま
え

検
討
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
目
指
す
本

市
の
方
向
性
は
。

問　

地
域
通
貨「
モ
ッ
ク
ル

コ
イ
ン
」事
業
の
当
初
の
目

的
は
。

答　
地
域
活
動
の
担
い
手
創

出
が
最
初
の
目
的
で
あ
っ
た
。

問　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

活
用
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

構
築
し
、現
予
算
の
圧
縮
を

行
い
、そ
の
資
金
を
モ
ッ
ク

ル
コ
イ
ン（
地
域
活
動
創
出
）

に
充
て
て
は
ど
う
か
。

答　
実
現
で
き
れ
ば
理
想
的

な
形
と
考
え
て
い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
に
対
す
る
取
組
は
。

答　
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

周
知
、ま
た
、行
政
書
士
会
や

携
帯
事
業
者
と
連
携
し
出
張

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
健
康

保
険
証
と
し
て
使
用
で
き
る

が
普
及
状
況
は
ど
う
か
。

答　
８
月
末
現
在
で
普
及
率

は
約
３
割
で
あ
り
、今
後
も

普
及
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

学
校
教
育
の
Ｉ
Ｔ
化（
デ
ジ

タ
ル
教
材
）に
つ
い
て
。

令
和
３
年
度
決
算
に
見
る
本

市
の
財
政
状
況
は
。

問　

自
主
財
源
、依
存
財
源

と
も
に
減
収
に
も
か
か
わ
ら

ず
黒
字
決
算
の
理
由
は
。

答　

自
主
財
源
の
市
税
収
入

は
前
年
度
に
比
べ
約
３・２
億

円
の
減
少
。主
な
要
因
は
、人

口
減
少
と
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
市
民
税
減
収
な
ど
。包
括

予
算
制
度
や
基
金
の
債
券
運

用
、ふ
る
さ
と
納
税
拡
充
な

ど
で
黒
字
を
確
保
で
き
た
。

問　
自
主
財
源
増
収
と
義
務

的
経
費
抑
制
へ
の
こ
れ
ま
で

と
今
後
の
取
組
状
況
は
。

答　
こ
れ
ま
で
の
自
主
財
源

増
収
施
策
で
は
、平
成
29
年

度
３
千
400
万
円
で
あ
っ
た
ふ

る
さ
と
納
税
は
令
和
３
年
度

約
４・
５
億
円
。
基
金
の
債

券
運
用
で
は
、令
和
元
年
度

１・
２
億
円
、そ
の
後
も
毎
年

度
４
千
万
円
以
上
の
運
用
収

益
を
確
保
し
て
い
る
。今
後
、

道
路
施
設
管
理
業
務
へ
の
包

括
的
民
間
委
託
導
入
を
検
討

し
、消
防
広
域
化
で
は
20
年

間
で
約
４
億
500
万
円
の
効
果

を
見
込
む
。

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
本

市
の
政
策
方
針
は
。

問　

今
後
、激
化
が
予
想
さ

れ
る
生
産
年
齢
人
口
獲
得
の

都
市
間
競
争
へ
の
対
策
で
流

山
市
や
明
石
市
と
の
違
い
は
。

答　

生
産
年
齢
人
口
の
獲

得
に
は
、明
確
化
し
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
し
一
貫
し
た
施

策
と
、効
果
的
な
情
報
発
信

に
よ
る
転
入
促
進
が
必
要
不

可
欠
。流
山
市
や
明
石
市
は
、

子
育
て
支
援
に
焦
点
を
絞
っ

た
施
策
を
展
開
。本
市
も
各

子
育
て
支
援
策
で
は
引
け
を

取
ら
な
い
。今
後
は
効
果
的

な
情
報
発
信
に
よ
り
子
育
て

が
楽
し
い
ま
ち
と
し
て
本
市

の
魅
力
を
高
め
る
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
う
。

問　
令
和
５
年
度
新
設
さ
れ

る「
こ
ど
も
家
庭
庁
」に
対
応

す
る
本
市
の
取
組
は
。

答　

国
の
動
向
を
注
視
し
、

財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

組
織
体
制
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　

道
端　
俊
彦

選
ば
れ
る
ま
ち
、住
み
続
け
た
い
ま
ち
へ

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　

奥
村　
亮

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
へ

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
無
所
属
議
員
の
会

　

峯　
満
寿
人

本
市
財
政
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
施
策
を

デジタルで切り開く未来の河内長野

人口減少や少子高齢化、地域
衰退の問題を解決するため、
生活利便性が良く、子育てし
やすい環境の整備を

安定した歳入を確保し、
市民サービスの充実を
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個人質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

女
性
・
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
い

ま
ち
へ
。

問　

戦
略
的
な「
定
住
人
口

の
維
持
」の
た
め
の
子
育
て

世
代
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
。

答　

本
市
は
、大
阪
一
の
自

然
豊
か
な
暮
ら
し
や
、大
阪

一
犯
罪
発
生
率
が
低
く
、地

盤
が
強
い
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
、大
阪
一
歴
史
と
自
然

を
感
じ
る
子
育
て
が
実
現
で

き
る
ま
ち
で
あ
る
。南
花
台

地
区
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
整
備
、赤
峰
市
民
広
場
産

業
用
地
化
等
を
好
機
と
捉

え
、教
育
や
子
育
て
支
援
等
、

他
市
と
の
差
別
化
を
図
り
な

が
ら
、市
の
イ
メ
ー
ジ
転
換

に
よ
る
暮
ら
し
た
く
な
る
ま

ち
に
し
て
い
く
。

問　

現
状
、日
本
の
子
育
て

世
代
は
他
国
に
比
較
し
て
非

常
に
余
裕
の
な
さ
、時
間
貧

国
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

お
り
、特
に
妻
を
苦
し
め
て

い
る
。夫
婦
と
子
ど
も
の
世

帯
、家
事
、育
児
、介
護
、買
物

の
１
日
平
均
は
、妻
が
約
８

時
間
30
分
、夫
は
約
１
時
間

20
分
。先
進
諸
国
と
比
較
し

て
も
、妻
は
２
時
間
ほ
ど
長

く
、夫
は
２
時
間
ほ
ど
短
い
。

男
性
育
児
参
加
率
ア
ッ
プ
の

取
り
組
み
は
。

答　
男
性
も
育
児
に
し
っ
か

り
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、

家
族
と
し
て
い
い
子
育
て
が

で
き
る
と
い
う
場
所
に
な
る

と
い
う
の
は
非
常
に
い
い
こ

と
で
あ
る
。そ
の
方
向
に
つ

な
が
る
よ
う
な
施
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

「
お
年
寄
り
に
優
し
い
ま
ち
」

に
す
べ
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
参
加
利
用
促
進
に
つ
い

て
。

問　
地
域
の
支
え
合
い
で
の

仕
組
み
づ
く
り
を
各
地
域
で

頑
張
っ
て
い
る
。担
い
手
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
、そ
の

後
の
推
進
状
況
は
。 

答　

広
報
に
支
え
合
い
活
動

の
特
集
記
事
、生
活
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
企
画

及
び
受
講
者
募
集
記
事
を
掲

載
し
た
。ま
た
府
が
推
進
す

る
担
い
手
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

へ
の
参
画
な
ど
も
検
討
す
る
。

本
市
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
。

問　

端
末
や
機
器
、デ
ジ
タ

ル
教
材
等
の
整
備
予
定
と
、

学
習
者
用
端
末
を
活
用
し
た

遠
隔
教
育
の
展
開
に
つ
い
て
。

答　
既
に
小
学
校
全
普
通
教

室
へ
電
子
黒
板
を
整
備
し
、

令
和
４
年
度
中
に
特
別
教
室

へ
も
整
備
予
定
。ま
た
１
学

期
に
は
市
内
小
学
校
同
士
が

校
外
学
習
に
向
け
た
事
前
学

習
等
の
授
業
を
遠
隔
で
行
っ

た
。理
科
の
実
験
結
果
の
共

有
や
算
数
の
問
題
解
決
方
法

の
交
流
等
、日
常
的
な
教
科

学
習
で
の
活
用
も
進
め
て
い

く
予
定
。

問　
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
向
け
、若
い
方
の
力
を
借

り
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、様
々
な
大
学
と

連
携
し
、学
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
定
期
的
に
長
期
間

滞
在
し
て
い
る
。大
学
連
携

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
や
、若

い
教
員
の
発
想
も
生
か
し
て

い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
本
市
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

問　
例
年
開
催
し
て
い
る
事

業
の
開
催
状
況
と
令
和
４
年

度
の
見
通
し
、新
た
な
事
業

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

成
人
の
つ
ど
い
は
、名

称
を
20
歳
の
つ
ど
い
に
変
更

し
開
催
。河
内
長
野
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
は
、募
集
人
数
を

前
回
よ
り
増
や
し
開
催
。自

習
室
は
１
日
平
均
約
６
名
が

利
用
。引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
青
少
年
の
居
場
所

の
拡
充
と
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。放
課
後
児
童
会
を

利
用
し
て
い
な
い
児
童
の
夏

季
休
業
期
間
中
の
預
か
り
事

業
の
制
度
化
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
河
内
長
野
市
地
域
通
貨

促
進
事
業「
モ
ッ
ク
ル
コ
イ

ン
」に
つ
い
て
。

答　

チ
ャ
ー
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
新
し
い
試
み
に
よ
り
、

120
を
超
え
る
店
舗
が
参
加
。

今
後
も
地
域
経
済
の
活
性
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

農
業
を
活
か
し
た
地
域
共
生

社
会
所
構
築
に
つ
い
て
。

問　
農
業
と
障
が
い
が
あ
る

人
等
多
様
な
人
材
が
連
携

し
、持
続
可
能
な
共
生
社
会

を
生
み
出
す
農
福
連
携
事
業

が
全
国
で
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。本
市
の
具
体
策
は
。

答　
農
業
者
や
障
が
い
福
祉

事
業
所
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
上
で
、事
業

説
明
会
を
開
催
し
、双
方
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、各
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
課

題
解
決
の
支
援
を
行
う
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
。

問　
出
産
を
後
押
し
す
る
市

独
自
の
施
策
展
開
を
急
げ
。

答　
現
在
、本
市
で
は
、子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

く
、第
２
期
河
内
長
野
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
し
、子
育
て
支
援

事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

が
、次
の
策
定
に
向
け
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
加
え
、現
場

の
声
を
分
析
し
、実
効
性
あ

る
施
策
展
開
を
す
る
。

問　
放
課
後
児
童
会
運
営
主

体
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
拡

大
推
進
状
況
に
つ
い
て
。

答　

令
和
４
年
度
、試
行
的

に
市
内
社
会
福
祉
法
人
に
お

い
て
、夏
季
休
業
期
間
中
の

預
か
り
に
対
す
る
補
助
事
業

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、質
の

高
い
事
業
の
成
果
を
得
た
。

今
後
、条
件
の
整
っ
た
民
間

法
人
に
よ
る
長
期
休
業
期
間

中
の
預
か
り
事
業
の
制
度
化

を
図
り
、意
欲
あ
る
民
間
法

人
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、通

年
で
の
放
課
後
児
童
会
健
全

育
成
事
業
の
支
援
を
積
極
的

に
行
い
た
い
。

市
民
大
学「
く
ろ
ま
ろ
塾
」に

加
え
、担
い
手
の
発
掘
・
育
成

と
地
域
活
動
と
の
出
会
い
・

マ
ッ
チ
ン
グ
を
担
う
地
域
活

躍
塾（
仮
称
）の
創
設
や
地

域
活
動
を
支
え
る
地
域
通
貨

モ
ッ
ク
ル
コ
イ
ン
事
業
の
原

資
補
填
の
た
め
の
全
庁
挙
げ

て
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催
を
提
案
す
る
。

　
若
林　
靖

河
内
長
野
を「
日
本
一
優
し
い
ま
ち
」へ

　

工
藤　
敬
子

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
コ
ロ
ナ
後
の
対
応
を

公
明
党

　
大
原　
一
郎

一
歩
踏
み
込
む
プ
ッ
シ
ュ
型
市
政
を

ICTを活用した学習で学校
小規模化による問題を払拭！

女性・赤ちゃんに
優しいまち

農業と福祉が連携して
互いの課題を補います
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令和4年12月1日   第258号個人質問

子育てしやすいまちへ

犯罪被害者等支援シンボル
マーク「ギュッとちゃん」

企業誘致で雇用の創出を

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て
。

問　
本
市
に
お
け
る
犯
罪
被

害
者
等
へ
の
支
援
の
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

答　
危
機
管
理
課
を
犯
罪
被

害
者
等
支
援
の
総
合
窓
口
と

し
て
位
置
づ
け
、犯
罪
被
害

者
や
そ
の
家
族
等
か
ら
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
、警

察
や
人
権
・
福
祉
等
の
関
係

各
課
と
協
力
し
て
支
援
す
る

体
制
を
整
え
て
い
る
ほ
か
、

心
身
の
健
康
に
関
す
る
相

談
・
支
援
や
日
常
生
活
へ
の

復
帰
に
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

問　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、見
解
を
問
う
。

答　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の

重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、本
市
に
お
け
る
条
例

の
必
要
性
や
、相
談
・
支
援
体

制
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

関
係
各
課
と
連
携
し
、研
究

し
て
い
き
た
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

つ
い
て
。

問　
本
市
の
目
標
は
。

答　

２
０
３
０
年
、令
和
12

年
度
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
目
標
を
２
０
１
３

年
、平
成
25
年
度
を
基
準
と

し
て
、市
の
業
務
に
つ
い
て

は
39
・
５
％
削
減
、市
域
全
体

と
し
て
は
30
・
９
％
削
減
と

定
め
た
。

問　
現
状
及
び
目
標
達
成
に

向
け
て
実
施
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
問
う
。

答　

令
和
３
年
10
月
に
、国

が
２
０
３
０
年
、令
和
12
年

度
に
向
け
た
新
た
な
削
減
目

標
を
２
０
１
３
年
、平
成
25

年
度
を
基
準
と
し
て
46
％

削
減
と
見
直
し
た
。こ
の
こ

と
か
ら
、本
市
の
計
画
の
目

標
に
つ
い
て
も
同
様
に
見
直

し
、脱
炭
素
型
の
行
動
変
容

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択

を
促
す
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の

普
及
啓
発
や
、国
の
補
助
金

等
を
活
用
し
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
の
導
入
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、高

齢
者
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
。

問　
市
内
公
共
施
設
の
男
性

ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
を
。

答　
他
の
自
治
体
の
導
入
例

な
ど
を
参
考
に
、設
置
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
加
齢
性
の
難
聴
に
悩
む

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
の
購
入

助
成
に
つ
い
て
。

答　
公
的
補
助
制
度
の
創
設

の
検
討
を
国
や
府
に
要
望
し

て
い
く
。

問　
公
共
交
通
空
白
地
で
あ

る
あ
か
し
あ
台
・
桐
ケ
丘
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
。

答　
平
成
26
年
度
か
ら
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
移
動
手
段

確
保
に
向
け
た
勉
強
会
の
開

催
を
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。地
元
自
治
会
に
お

い
て
も
、住
民
主
体
で
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
行
う
な
ど
、協

議
を
進
め
て
お
ら
れ
た
が
、

最
終
的
に
は
自
治
会
内
で
の

合
意
形
成
が
整
わ
ず
実
現
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。再
び
地

域
で
住
民
主
体
の
活
動
が
再

開
さ
れ
た
際
に
は
、市
と
し

て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

誰
も
が
便
利
で
分
か
り
や
す

い
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ

い
て
。

問　
市
役
所
に
来
な
く
て
も

い
い「
デ
ジ
タ
ル
支
所
」の
開

設
を
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
本
人
確
認
機
能
と
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

料
金
や
手
数
料
の
決
済
機
能

を
持
つ
新
た
な
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
を
令
和
４
年
度
内
に

稼
働
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
、現
在
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後
の

展
開
と
し
て
、よ
り
利
便
性

の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

共
働
き
世
帯
や
ひ
と
り
親
世

帯
の
子
育
て
支
援
、河
内
長

野
版
の
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

の
拡
充
を
。

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

問　
労
働
人
口
を
増
加
さ
せ

る
対
策
を
問
う
。

答　
赤
峰
市
民
広
場
の
産
業

用
地
化
や
、上
原
・
高
向
地
区

及
び
小
山
田
西
地
区
の
面
整

備
に
よ
る
商
業
や
産
業
用
地

の
創
出
、堺
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
促
進
、大
阪
南
部
高

速
道
路
の
事
業
化
に
取
り
組

み
、職
住
近
接
の
実
現
と
労

働
人
口
の
増
加
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　

定
住
人
口
を
維
持
・
増

加
さ
せ
る
対
策
を
問
う
。

答　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

や
、近
居
同
居
促
進
マ
イ
ホ
ー

ム
取
得
補
助
制
度
に
よ
る
若

年
層
の
転
入
・
定
住
の
促
進
、

「
あ
い
っ
く
」や「
ゆ
め
っ
く
」

を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
子

育
て
支
援
体
制
に
よ
る
充
実

し
た
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ

る
対
策
を
問
う
。

答　
道
の
駅
奥
河
内
く
ろ
ま

ろ
の
郷
を
観
光
振
興
の
ハ
ブ

拠
点
と
し
て
、日
本
遺
産
を

活
用
し
た
認
知
度
の
拡
大
と

魅
力
発
信
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、観
光
振
興
と
地
域
の
活

性
化
を
推
進
し
て
い
く
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て
。

問　

河
内
長
野
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

答　
河
内
長
野
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
計
画

を
踏
ま
え
、地
元
と
共
に
作

成
し
た
河
内
長
野
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
方
針
を
基

に
、歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
「
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
」の

空
き
床
対
策
を
問
う
。

答　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
お
い

て
も
施
設
の
維
持
、繁
栄
を

念
頭
に
、自
社
所
有
床
及
び

管
理
床
に
対
し
積
極
的
に

リ
ー
シ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る

と
聞
く
。

コ
ロ
ナ
禍
、原
油
価
格
・
物
価

高
騰
等
で
生
活
に
困
窮
さ
れ

た
方
々
へ
の
支
援
を
。

大
阪
維
新
の
会

　
西
田　
善
延

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

公
明
党

　
奥
井　
良
一

全
世
代
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

大
阪
維
新
の
会

　
土
井　
昭

労
働
人
口
を
増
加
さ
せ
る
対
策
の
推
進
を
！
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	 8月18日	 総務常任委員協議会
		  各派幹事長会議
	 19日	 都市環境・経済常任委員協議会
		  全員協議会
	 25日	 議会運営委員会
		  各派幹事長会議
	 9月 1日	 本会議（第１日）
		  広報委員会
	 9日	 各派幹事長会議
		  議会運営委員会
	 12日	 本会議（第２日）
	 13日	 本会議（第３日）
	 15日	 福祉教育常任委員会
		  都市環境・経済常任委員会
		  各派幹事長会議

議会日誌（令和4年8月〜）

　令和４年８月３１日に逝去されました。９２歳。吉川氏は昭和49年４月29日から連続５期、20年にわたり河内長野市議
会議員として活躍されました。この間、議長をはじめ副議長や建設産業水道常任委員会委員長などの要職を歴任され、
市政発展に貢献されました。

吉
よ し

川
かわ

 昇
のぼる

 元議員 訃報 

	 16日	 総務常任委員会
		  予算常任委員会
	 20日	 決算常任委員会
	 21日	 決算常任委員会
	 22日	 決算常任委員会
	 27日	 本会議（第４日）
	 10月21日	 広報委員会
	 24日	 議会運営委員会
		  各派幹事長会議
	 31日	 本会議（第１日）
		  予算常任委員会
		  議会運営委員会
	 11月10日	 広報委員会

　令和４年 10 月臨時会が 10 月 31 日に開かれました。
　市長からは、令和４年度河内長野市一般会計補正予算の予算
案１件と和解並びに損害賠償の額の決定による専決処分報告
案件１件の議案が提出され、可決・了承されました。

令和 4 年  10 月臨時会

■令和４年度河内長野市一般会計補正予算を可決

議案等
番　号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

報　告
第２4号

専決処分報告について（和解並びに損害
賠償の額の決定） 了承

小学校内の運動場に設置されている固定遊具上で、相手方児童が遊んでいた
際、固定遊具の中央部分にある踊り場に右足を踏み出した時に、当該固定遊具
の手すり上部から飛び降りてきた他のグループの児童と衝突し、傷害を負った
事故について、市の責任割合を100％とし、損害賠償額 176 万 7,780 円を支
払うことで和解する。

議　案 
第５4 号 令和４年度河内長野市一般会計補正予算 可決

歳入歳出予算の補正として、それぞれ12億1,206万5千円の追加で予算総額は
402億9,946万9千円。エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を受け
ている生活者や事業者に対する支援と住民税非課税世帯等に対する給付金の支
給のために必要な経費について予算を計上。主な歳出として、市内加盟店で使用
できるプレミアム付「モックルコインカード」の発行で4億1,759万4千円、移動
手段の確保が困難な65歳以上の高齢者に対するワクチン接種会場までの市内
のバス・タクシー運賃の助成を行うため1,150万円、住民税非課税世帯等に対
し、一世帯あたり5万円を給付するため、6億7,719万2千円、営農支援推進事
業において1,033万6千円、森林プラン推進事業において50万円、安定した学
校給食の提供を維持するための支援として348万1千円を計上する等。

※令和４年 10 月臨時会は全議案が全会一致で可決されたため、賛否が分かれた議案はありませんでした。このため、「議案等に対する各議員の
態度」は掲載しておりません。



市議会だよりは4万8千部作成し、1部あたりの単価は14円3銭です。 

市民のみなさんに市議会議員を身近に感じていた
だきたいという思いから、議席番号順に全議員を
クローズアップしていきます。

◆議員研修会◆
　令和4年８月９日（火）、京都国立博物館

（京都市東山区）において議員研修を行いま
した。同館では、平成28年度から令和元年
度にかけて、本市にある観心寺と金剛寺の
文化財調査を実施しており、その成果を公
開する機会として、「特別展 河内長野の霊
地 観心寺と金剛寺─真言密教と南朝の遺
産─」が開催されました。本市議会では、こ
の機会に、両寺が持つ歴史や文化財を改め
て確認し、本市の文化財保護や観光振興な
どの知識を深めました。

自分を一言で表現すると。
コツコツ努力するタイプ。
どんな資格を持っていますか。
通訳案内士（中国語）、HSK８級、登録販売者。
これから挑戦したいことは。
インバウンドが復活したら、資格を活かし、休日に
中国人観光客を案内してみたい。
議員という仕事をする上で心掛けていることは。
是々非々の姿勢で行政をチェックし、皆さまからの
お声をひとつでも多く形にしたい。

どんな資格を持っていますか。
歯科技工士免許。
趣味や特技を教えてください。
趣味と言えるのかわからないが、時間が合えば気の
合う友人たちとソフトテニスを楽しんでいます。
議員となって感じたことは。
初当選し、右も左もわからずこの１年は勉強の年。
これからもっと勉強して市民の皆様から信頼して
いただける議員を目指して取り組んでいきたい。

議員議員のの横顔横顔

Q Q

A A

議席番号　

１
議席番号　

2
大阪維新の会

西
に し

田
だ

善
よ し

延
の ぶ

南花台在住

大阪維新の会

吉
よ し

竹
た け

英
ひ で

行
ゆ き

南青葉台在住

Q Q

A A
Q

QA
A

Q

A

家族構成は。
23歳の社会人、大学1年生、高校1年生の3人の息
子がいます。家族みんな仲良しです。
私生活でのルーティンとしていることは。
仕事に行く前に、毎朝掃除をして、スクワットを
100回します。寝る前はストレッチをして疲れを
リセットしています。
趣味や特技を教えてください。
趣味は金剛登山と、歌うこと、食べること。特技は力持ち。
力持ちで驚かれたエピソードがたくさんあります。

好きな映画は。
映画『男はつらいよ』。全50作を何度も観てます。満
男「人は何のため生きてる？」、寅さん「ああ、生まれ
てきてよかったなって思うことが何べんかあるじゃ
ないか。そのために人は生きてる」が心に響いてます。
議員という仕事をする上で心掛けていることは。
本気でする事。「本気でしているから誰かが助けて
くれる」という言葉を信じています。
最後に食べたいものは。
亡き母の昭和のオムレツ。

Q Q

A A

議席番号　

3
議席番号　

4工
く ど う

藤敬
け い こ

子
南花台在住

若
わかばやし

林　靖
やすし

美加の台在住

Q

Q
A

A
Q

QA
A


